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ゥ3～199Ⅲヒクラブロ標 出`会いを大切にしよう……例会で、みんなが、待つている
″

第153回 例 会報告(1牙15)
東分区代理

″ 幹 事 林 彰一氏

多摩 ,― タブクラブの高取 度氏

◇お客様紹介

石れ 蛙二様

Msオ トゴンスレン

MIsツ ェレンマーマ

ガンホヤック

Msゲ レツサマー

ヤ   Ms″ ヤ`ルビレク

◆ 会 務 報 告

会長 横 倉 舜三

(東京日本橋RC)

(研修生)

(  ″  )

(  ″  )

(  ″  )

(  ″  )

会長 横 倉 舜=

1)本年の特別事業に位置づけて実施した、モンゴ

ルからの研修室受け入れについて、12月9日午

後毎 すぎ無事到着し、案友会で研修に入って

おります。本日はモンすル大使館のガン本ヤッ

ク氏と共にお招き致しました。後程国際奉仕委

員長の大松会員より報告及rA紹介があると思い

ます。

2)1994～ 95年度東分区代理及び分区幹事が決ま

りましたので報告致します。

◆ 幹 事 報 告    幹 事 北 村 幸彦

1)10年史送付のお知らせ

東京西南,― タリークラブ

本年7月に満10周年を迎えることができまし

た。歴史を振 り替る意味で、降 ズを編集、

発行致しましたので御覧くださいとのことで

す。事務局に保管して置きます。

2)ク フスマス登録料納入の"願 い

クリスマス例会な原則として全員登録になって

おります人数の確認ヽありますのでまだ振 り込

まれて"ら れない方は至急振 り込んで くださ

しヽ 。

3)白 クラブ例会について

すでに皆さん方におかれまして14ど承知のこと

ではございますがお間違えのないように。

12月22日(水)  年 次総会 クツスマス

12月29ョ (水)  定 款による休会

平成 6年1月 5日(水)  新 年寿例会(夜阿)

司会者SAA

◇点鐘           会 長

◇ロータツーソング 「日も風も星も」

ソングツーター

問岡 俊ニ

校倉 舜三

菊地 敏
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◆出席委員会

メークアップ

赤尾 恭雄 (12/13調布)

大熊 将夫 (12/14多摩)

欠席属出者

足立酒二郎、藤本 吉文、

猪駿 末男、風問 茂穂、

佐伯 和 庚、高野 範城、

欠席者 なし

◆親陸委員会

委員 根 本 泰守   石
河雄二榛

大松 議 ニ

委員 赤 尾 恭雄

来 年 3月 4, 5日 に開 催 され る

第275腕 区年次大会のど案内に参上

致しました。出来るだけ多 くの皆様

のど参加をお願いします。

モンゴルからの研修生4名が、一生懸

命勉強しています。引き続いて、首

さんのど協力お願いします。

サイン・パイ・アウ

モンゴ″からの研修生をお迎えして

サインパイノラ、モンゴルの皆様

多摩グブーンRCに ようこそ

モンゴルからの'客 様ようこそ

モンゴルの皆さんようこそ

モンゴルの研修生の皆様ようこそ

モンゴルよリヨーヨノ

ニュータツンタイムスー面に載せて

いただいて有難うどぎいました。

先週9日間のインド強行旅行で波れて

帰ってきました。

モンゴルの皆さんようこそ

今日は寒くて午前中の忠者されたっ

た5人

バザーど協力有難うどぎいます。

委員会報告
★★★十★★★★★★十

二ヨニヨBOX
★★★★★★★★★★★

萩生回茂夫、

小島周二郎、

お妹 滋和

伊神 稔

小坂 一郎
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以 L 合 計  29,tlt10円

1)ク リスマス懇親会について

12月22日 のクリスマスパーティーの登鉢あり

がとうございます。今日(15日 )′`ザ
ールの品

物Ⅲ持ちいただrlなかった方、登録のみ済ま

せ、当日ど持参いただきたい。

つ視覚障害者のゴルフ練習について

先週萩生回会員、南野練習場のど協力により行

後7時3防 から9時まで、宅 の方が橋日、海

野両会員指■のもと練習を行いました。今晩

(15日)同じ練習場で再び行いますので2～3人

ご指導のご協力をお願いします。午後7時30分

からです。

◆ 日― タ リー情報委員 会

委員長 国 中 資

「,― タリー豆知識J

インターアクト ク ラブの説明が入っていま

す。健全な青少年育成のためのクラブです。

◆地 区大 会 の ご案 内

東京日本橋RC石 河 雄二様

国際「―クリー第275的 区年次大会は、来年3月

4、 5日のTj日にわたり、地域再開発と国際協調を

テーマに、新高臨ブリンスホテルで開住されま

す。登録料は両日共通で会員が8,000円 、ど婦

人、ど家族は無料です。鋭意準備中ですが多くの

常様にご参加いただきたくど案内に参りました。

i手わ 22,000円

(訂198,500円 )

総 数 出 席 M U 欠席 出席率

本 国
報 告 52 39 2 11 7885%

前 回
訂 正 52 46 4 2 9615%



◆ 国際 奉 仕 委 員 会

委員 大 松 競ニ

モンナルからの研修生、1勿19日に無事ヨ着し

まして、毎日一生懸命働き、勉強しています。仕

事の内容は老人介議ですが、短期間ですから、空

術的なことを学びとることは離しいか 知ヽれない

が、日本の福tL活動の気持なり、取組み方を学ん

でにしいと思います。その後も都立南部地域病院

や馬田療育園を見学する予定ですが、当委員会で

は日曜日にlI動物園などヽ案内したいと思うの

で、その際はど協力をお願いします。今日(15日)

例会に研修生が見えているのでど紹介致します。

「アルッ″ヽイマー病解明への取組み」

三菱化成生命科学研究所

研究調整部長 養口息と縁

い
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パヤツしビレグ

オトゴンスレン

ツエ レンマーマ

ゲレルマ

各氏の紹介

当研究所は 「生命科学を人類のおに」というネ

ヤーガンを掲げて基礎研究をやっております。本

日の主題であるアルッハイマー病は、現第3代所

長が基礎の立場から何とか原因に迫れないかとい

うことで感頭指揮をとって進めてまいりました。

痴来にな大きく分けて2つあり、1つは隠硬窪等

によって悩内血液の流れが悪くなり、脳の神経細

胞の死を来すもの。もう1つはアルッハイマー型

のものであり、原因が不明なので現在原因究明中

ということです。アルッハイマー病(以下、ア病

と略す)の8曽は行につまった「常なものに比べ、

全体に収稿してffり、中のほX室等もかなり隙岡が

多いガサガサという感じである。これは脳の神経

細胞死によるものと考えられます。その中を色索

で楽めて詳細に顔敏鏡レベルで調べると、二種類

のシミがある。1つは神経細砲の外に出来るシミ

でこれを老人"と いいます。もう1つはとぐろを

巻いた様にで言るシミでタングルとい,(図1)(後

に出てくるPHFで ある)。悩の萎統と老人斑とⅢⅢ

継原練推変化(PHFlの 二種類が日に見えるア病

の特有な病理所見であります。1曽の中には海馬と

t‐うところと大殖皮質というものがあり、海馬は



記憶を入れて固定する大脳皮質なものを考えた

り、感情を表したりする重要な場所であります。

こういう所に変化が起き和胞が死んで行く、そし

て萎濃してくるのです。

図1

神経細胞

老人斑

1907年 に ドイッの精神科医アルックヽイマー

は、この病気を発表して,り 、191い にはこう

した変化が確認されています。198い 代になり

ア病に関し、神経と神経の間の情報伝達物質であ

るアセチ″ヨフンの成少が指摘され、最近はアセ

チルョブンを増加させる治療業が実用化された

が、いわば対症策法である。本当にア病を予防

し、進行をくい止めようとしたら原因が判らなけ

ればならない。老人弱はアミ,イ ドβ蛋自が主成

分であること、神経細砲の軸索への移行部にある

PHI図 1)は2本の軍白質がよじれたもので、タ

ウ蛋自が異常にブン酸化されたものであることが

判 り、この2点を手掛かりに解明しようというこ

とになった。老人家はかなり若いうちから出来は

じめているが、PHFは 60才以降に急速に出てく

る。これに平行する形で遅れて痴呆が発症してく

る。当研究所では痴呆とPHFの 関係を調べてみ

ようということです。

TPK(タ ウ慎白kinasc)というリン酸化酵算が

あり、何らかの原因が引き金となってPHFを 通

こさせるのであろう。必ずこういう酵豪が脳内に

有る筈だ、という考えで6～7年前から3-年 か

かって、始めて20頭分の年の脳から1/1058と い

う徹量のTPKF製 した。ア病の3つの特徴の関係

はまだ判らない。そこで神経細胞に老人斑の元で

あるアS「 ドβ雲白をかけてやるとどうなるの

か、ということをやった結果、アミロイド′蛋白

を作用させるとTPK力 〔増加し、PHFと ぃうもう

1つのシミができると同時に神経細砲が死んでゆ

くということが明確になった。この事からア病の

3つの特徴の中心にTPKが 居る(図
21、とぃぅこと

が判った。これが我々の最大の成果であります。

ア病はこういう原因で急激に神経神砲が死んでゆ

く、その為に脳のネットワークが崩壊し8首として

の役割を失って行くということだろうと思われ

る。

所長が 「老人とは何かJと いう本を出し、以上

の内容も入って,り ますのでどうてお読み下さ

い。家でゴ,ゴ rし ていると老化が進むよ、とい

うことも書いてあります。

この様な仕事がアルッハイマー病の予防 と治療

になってゆけばと願っております。

図2

老人斑('ア ミロイド沈着)

PHF(神 経原線維変化)
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東京多摩グリーン回―タリークラブ
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